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左: (竹'i f島産) 右: (石垣島産)

ごく最近,  日本初記録種として秋山 (1975) により琉

球列島の 美大島・ 沖細本島・ 石垣島における採集例が

発表された種で, 同文では奄美の1 , 神細の1 , 石

;f lの2 がそれぞれ記録されているが, 稀な種iと思わ
れるので筆者の手元の標本のデータを報告しておく。 秋

山氏の記録は4 で, は未見ということなので,
の写真を添える。 は に比べ体が細く, の頭頂 ・ 前

胸背 ・ 上 后部および会合線付近が強い赤銅光択を帶び
るのに対し, 上記の2 はまったく赤銅光沢がなく ,
すべて高味を帶びたfn色である。 また, 上翅中央~後半
の白い波状紋は個体により多少変化するようである。竹
富島からは今回が初記録。

費重な標本を恵与された深町宗通, 清野隆, 川田一之

の各氏, および最近の日本~台湾産Coraebusについて
の知見を教えてくれた秋山演洋氏, 標本写真を撮って下

さった松香宏隆氏に感alしたい。
(〒110  合束区台束2-29-6)

房総半島の力ミキリ 2 種

中村 俊彦

今夏, 千葉一県夷隅郡統言iこおいて下記2 種のカ ミキリ
を採集した。 いずれも比較的少なく , 興味のある分布を

示すので, ここに報告する。

1 . ヒメ ビロウ ドカ ミキリ

Aca1otepta degener (BATES)
1 , 15. . 1976

2. ハチジョウウスアヤカ ミ キリ

Bumetopia J'aponlca heiana HAYASHI
1 , 15. W. 1976

1. は海岸近くの砂丘上を歩行していた個体で, その日

虫

は風が強く , 吹き飛ばされて砂上に落下したものであろ

うo

2. はやはり海岸近くのササ (アズアネザサ) の叩き細

で採集されたもので, 本種の房総半島での採集例は少な

いもののようであり, 勝浦における1 例 (石田正明,
1972) がある。今後, ササ類の叩き紹により容易に得ら

れる種と思う。

(〒175  板橋区高島平2-28-1  704号室)

屋久島でアカネ トラカミキリを採集

矢野 立志

l

アカネトラカミキリBrachy-
clytus singular is KRAATZ
は朝意 ・ 中文那・ シベリアの

他, 日本では北海道・ 本州・

四国・ 九州における分布が知

られていたが, 島峡部からの

記録はなかったようである。

者は鹿児島県熊毛諾島屋久

島において本種を採集してい

るので報告しておく。

1 , 屋久島宮之浦,
22.  XI i975

ブ ドウの枯変中で成虫越冬

していた個体である。

(〒734  広島市皆実町1-18-40)

箱根仙石原でヒメビロウ ドカミキリを採集
小田 義広

ヒメ ビロウ ドカミキリ Aca1olepta doge,for (BATES)
は本州では栃木県下・ 東京都小仏峠・ 三浦半島・ 昇仙峡

岐車県下などにおける記録が知られているが, 稀な種

で, 分布も局所的なようである。筆者は神素川l口下で本
種を採集しているので報告しておく。

1 1 , 神奈川県足柄下郡箱根仙石原,
15. Vii i976, 小田義広採集

仙石原の湿原で, アザミの葉を後食に集まるァサカミ

キリを採集していたところ, シオンに似たキク科i直物?
の集上に止つていたもの。 採集時間は2 頭共午後3 時

頃, 天で時々日照のある天気であった。

(〒253-01  神素川県高座郡寒川町倉見1765)
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たかな、

アカムネハナカミキリを表日光高薙山で採集

森島 直裁

アカムネハナカ ミキリ Macropidonta rti f co11is PIc


